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一般廃棄物処理基本計画 原案（案）に関する修正 

【事務局修正分】 

 

修正箇所は、文章校正など軽微な修正も含めて、本文に赤字で記載しており

ますので、ご確認ください。 

より分かりやすい記載にするため、修正・加筆をしましたが、内容自体を変

更するようなものはありません。 

事務局で修正した主なものは以下になります。 

 

 

項目 修正箇所 修正点 備考 

はじめに 

 

P1 本文５行目 本文に概ね５年改定の根拠を

追加した。 

 

追加 

第１章 

基本計画の

改定につい

て 

P2「１ 清掃一組の基本計画」

本文１・３行目 

 

 

P2「２ 基本計画の性格」 

本文１～３行目 

図と本文の語句を統一した。 

（本文） 

一般廃棄物→ごみ・し尿 

 

経営計画の見直しに伴い修正 

（本文） 

清掃一組の中・長期的な経営方

針を示す「東京二十三区清掃一

部事務組合経営計画」の４つの

柱のうち、「循環型社会づくり

の一翼を担う一組」のを踏ま

え、一般廃棄物の処理等に関す

る具体的な取組について定め

たものです。 

修正 

 

 

 

修正 

第３章 

前基本計画

の達成状況

と課題 

P9「１ 前基本計画の達成状

況」本文２行目 

本文に資料編参照先を追加 追加 

第５章 

ごみ量予測 

 

P15「１ ごみ量予測につい

て」（２）①２行目 

 

本文に資料編参照先を追加し

た。 

 

追加 

資料２ 
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一般廃棄物処理基本計画 原案（案）に関する修正 

【事務局修正分】 

 

 

項目 修正箇所 修正点 備考 

第５章 

ごみ量予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P16「２ ごみ量の予測結果」 

本文８～９行目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P16「２ ごみ量の予測結果」 

図－５－２ 

 

 

P17「３ 処理量の予測結果」 

本文２～３行目 

 

図と本文において、平成 25年

度実績の追記により修正。 

（本文） 

結果として家庭及び事業系を

合わせた総ごみ量は、平成

2524 年度の実績値 282283 万

トンに対し、平成 32年度には

275 万トンまで７８万トン減

少し、平成 41 年度では９10

万トン減の 273 万トンとなり

ました。 

 

 

図のタイトルを修正し、平成

25年度実績ごみ量を追加。 

 

 

一次処理量と二次処理量の記

載を分かりやすく修正。 

（本文） 

清掃一組の処理施設に直接搬

入されたごみ量（一次処理量）

に清掃工場で焼却処理する不

燃ごみ・粗大ごみ処理施設か

ら排出される不燃ごみ・粗大

ごみの可燃性処理残さ（可燃

分）の焼却などの（二次処理

量）を加えた量が、処理総量

となります。 

 

 

修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正 

追加 

 

 

修正 
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一般廃棄物処理基本計画 原案（案）に関する修正 

【事務局修正分】 

 

項目 修正箇所 修正点 備考 

第６章 

施設整備計

画 

 

 

 

 

 

 

 

 

P19,22,23 本文 

 

P20（８）整備スケジュール 

本文 

 

 

P21 図－６－１ 

 

P22「２ 不燃ごみ・粗大ごみ

処理施設の施設整備計画」

（１）ア 本文 

 

P23「２ 不燃ごみ・粗大ごみ

処理施設の施設整備計画」

（４） 本文 

 

 

P24「４ 施設整備に伴う事業

費試算」図－６－３ 

本文に資料編参照先を追加。 

 

延命化や建替え工場につい

て、他の箇所と重複した記載

になっているため削除。 

 

参考期間の試算条件を追加。 

 

分かりやすくなるよう文全体

を修正。 

 

 

別途処理が必要な廃棄物につ

いて、具体的な処理方法を記

載し、再配置についての記載

を合わせた。 

 

不燃・粗大施設の整備費用と

練馬・杉並清掃工場の契約分

の実績(27～29 年度)を反映。 

追加 

 

修正 

 

 

 

追加 

 

修正 

 

 

 

修正 

 

 

 

 

追加 

 

 

第７章 

最終処分場

の延命化 

P25 第７章 本文 

 

P25「１ 最終処分量削減の取

組」（１）本文冒頭 

 

 

 

 

 

 

 

P26「３ 最終処分量の予測」 

本文、図－７－１ 

本文に資料編参照先を追加。 

 

（１）本文の冒頭に以下追加。 

 灰溶融処理の運営を見直し

たことに伴い、主灰の最終処

分量が増加することから、灰

溶融処理に代わる取組とし

て、平成 25年度から実証確認

を行っている主灰のセメント

原料化を推進していきます。 

 

説明文を追加した上で、図を

見やすく修正。 

追加 

 

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加 
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一般廃棄物処理基本計画 原案（案）に関する修正 

【事務局修正分】 

 

項目 修正箇所 修正点 備考 

第８章 

生活排水処

理基本計画 

P28「４ 処理計画」 

図－８－１ 

図－８－１における、「沈砂

槽」と「ドラムスクリーン」

から生じる処理残さについて

記載を追加。 

追加 

資料編Ⅲ 

清掃工場の

施設整備 

 

 

 

 

P52「７長寿命化の検討（１）

ア」図 

 

P52「７長寿命化の検討（１）

ア」本文７行目 

 

P57 整備スケジュール（案）

の表 

 

P58 表－Ⅲ－６の計画期間

の事業費 

定量的評価、定性的評価につ

いて、図－Ⅲ－７を追加。 

 

（炉数により１～３か年） 

→（炉数により２～３か年） 

 

各案のスケジュール表を追加 

 

 

練馬・杉並清掃工場の契約分

の実績を各案の計画期間の事

業費に反映。 

追加 

 

 

修正 

 

 

追加 

 

 

修正 

資料編Ⅳ 

不燃ごみ・

粗大ごみ処

理施設の施

設整備（現

況と課題） 

P61 Ⅳ本文 分かりやすくなるよう文全体

を修正。 

修正 

資料編Ⅵ 

最終処分量

の削減 

P68「２ 最終処分量削減の取

組」（１）本文 

 

 

 

 

P68「２ 最終処分量削減の取

組《主灰のセメント原料化に

ついて》（参考）」 

 

P69「３ 更なる最終処分量削

減に向けた取組」（２）の主灰

の含水率低下取組の記載を

P68 に記載し、P70 記載は削

除。 

 

せっこうなど→せっこう、け

い石、鉄 

また、セメント製造工程図を

追加。 

追加 

修正 

 

 

 

 

修正 

 

追加 


